
１３５ 
 

 

 

令
和
三
年
五
月
十
八
日
提
出 

質

問

第

一

三

五

号 

       
 
 

被
害
者
が
障
害
を
有
す
る
性
犯
罪
事
件
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

   

提 

出 

者 
 

中

谷

一

馬 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

被
害
者
が
障
害
を
有
す
る
性
犯
罪
事
件
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

一 
現
在
法
務
省
に
は
「
性
犯
罪
に
関
す
る
刑
事
法
検
討
会
」
が
設
置
さ
れ
、
四
月
十
二
日
に
「
取
り
ま
と
め
報
告
書

（
案
）
」
が
公
表
さ
れ
た
。
そ
こ
で
以
下
を
質
問
す
る
。 

 

１ 

検
討
会
で
は
、
刑
法
第
百
七
十
八
条
第
二
項
が
定
め
る
「
心
神
喪
失
」
又
は
「
抗
拒
不
能
」
に
つ
い
て
は
「
適
用
に
ば

ら
つ
き
が
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
そ
の
要
件
解
釈
を
明
確
化
し
て
適
用
を
安
定
さ
せ
る
た
め
、
例
え

ば
、
抗
拒
不
能
性
を
根
拠
付
け
る
一
類
型
と
し
て
、
被
害
者
の
重
大
な
障
害
に
つ
け
込
む
行
為
等
を
例
示
列
挙
す
る
方
法

が
あ
り
得
る
と
い
っ
た
意
見
が
述
べ
ら
れ
、
こ
れ
に
対
す
る
異
論
は
な
か
っ
た
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

 
 
 

現
時
点
で
想
定
さ
れ
る
「
被
害
者
の
重
大
な
障
害
」
の
根
拠
や
基
準
に
つ
い
て
、
政
府
の
考
え
は
如
何
に
。 

 

２ 

検
討
会
で
は
、
「
新
た
に
障
害
者
を
被
害
者
と
す
る
処
罰
規
定
を
設
け
る
こ
と
の
要
否
・
当
否
」
に
つ
い
て
、
「
介
護

が
必
要
で
あ
る
な
ど
他
人
に
生
活
を
依
存
し
て
い
る
場
合
や
、
障
害
の
特
性
に
よ
り
相
手
に
迎
合
的
で
あ
っ
た
り
流
さ
れ

や
す
か
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
状
況
や
特
性
を
利
用
す
る
行
為
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
と
い
っ
た
意

見
が
述
べ
ら
れ
、
こ
れ
に
対
す
る
異
論
は
な
か
っ
た
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

 
 
 

現
時
点
で
想
定
さ
れ
る
「
介
護
が
必
要
で
あ
る
な
ど
他
人
に
生
活
を
依
存
し
て
い
る
」
根
拠
や
基
準
に
つ
い
て
、
政
府



 

２ 

 

の
考
え
は
如
何
に
。 

 
 
 

加
え
て
、
「
障
害
の
特
性
に
よ
り
相
手
に
迎
合
的
で
あ
っ
た
り
流
さ
れ
や
す
か
っ
た
り
す
る
場
合
」
の
根
拠
や
基
準
に

つ
い
て
、
政
府
の
考
え
は
如
何
に
。 

二 

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
、
性
犯
罪
の
被
害
者
が
精
神
に
障
害
を
有
す
る
場
合
、
そ
の
供
述
の
特
性
や
心
情
等
に
配
慮
し

た
事
情
聴
取
の
取
組
と
し
て
「
代
表
者
に
よ
る
聴
取
」
の
試
行
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
以
下
を
質
問
す

る
。 

 

１ 

「
代
表
者
に
よ
る
聴
取
」
の
対
象
者
は
、
性
犯
罪
の
被
害
者
の
う
ち
、
「
知
的
障
害
、
発
達
障
害
、
精
神
障
害
等
、
広

く
精
神
に
障
害
を
有
す
る
被
害
者
で
あ
っ
て
、
言
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
に
問
題
が
あ
り
、
又
は
聴
取
者

に
対
す
る
迎
合
性
や
被
誘
導
性
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
」
と
さ
れ
て
い
る
。 

 
 
 

そ
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
「
代
表
者
に
よ
る
聴
取
」
の
対
象
と
な
る
「
広
く
精
神
に
障
害
を
有
す
る
被
害
者
」
と

判
断
す
る
の
か
、
そ
の
基
準
を
お
示
し
い
た
だ
き
た
い
。 

 

２ 

重
度
の
身
体
障
害
又
は
知
的
障
害
が
あ
る
こ
と
に
乗
じ
て
性
交
等
を
行
う
行
為
は
、
刑
法
第
百
七
十
八
条
第
二
項
の

「
心
神
喪
失
」
又
は
「
抗
拒
不
能
」
に
乗
じ
た
と
し
て
処
罰
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
「
心
神
喪
失
」
と
は



 

３ 

 

「
精
神
的
な
障
害
に
よ
っ
て
正
常
な
判
断
力
を
失
っ
た
状
態
」
、
「
抗
拒
不
能
」
と
は
「
心
理
的
又
は
物
理
的
に
抵
抗
が

で
き
な
い
状
態
」
と
さ
れ
て
い
る
。 

 
 
 

性
犯
罪
の
被
害
者
が
「
代
表
者
に
よ
る
聴
取
」
の
対
象
者
と
な
る
場
合
は
、
当
該
被
害
者
が
「
心
神
喪
失
」
又
は
「
抗

拒
不
能
」
の
状
態
に
あ
る
も
の
と
し
て
、
準
強
制
性
交
等
罪
又
は
準
強
制
わ
い
せ
つ
罪
で
の
捜
査
が
行
わ
れ
る
べ
き
と
考

え
る
が
、
政
府
の
考
え
は
如
何
に
。 

 

３ 

被
害
者
側
が
「
代
表
者
に
よ
る
聴
取
」
の
実
施
を
希
望
し
て
も
、
警
察
や
検
察
が
「
実
施
し
な
い
」
と
判
断
す
る
事
件

も
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
試
行
段
階
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
聴
取
を
実
施
し
な
い
こ
と
と
し
た
事
案
、
判
断
し
た
理
由

及
び
件
数
を
把
握
し
、
公
開
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
考
え
は
如
何
に
。 

 

４ 

「
代
表
者
に
よ
る
聴
取
」
は
、
ど
の
よ
う
な
人
材
が
担
当
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
の
か
。
「
児
童
へ
の
事
実
確
認
面
接

に
関
す
る
研
修
を
受
講
し
た
者
」
「
障
害
の
あ
る
被
疑
者
へ
の
事
情
聴
取
を
担
当
し
て
き
た
者
」
等
、
具
体
的
に
お
示
し

い
た
だ
き
た
い
。 

三 

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
を
計
画
期
間
と
す
る
「
第
四
次
犯
罪
被
害
者
等
基
本
計
画
（
令
和
三

年
三
月
三
十
日
閣
議
決
定
）
」
で
は
、
障
害
の
あ
る
犯
罪
被
害
者
に
対
す
る
施
策
も
盛
り
込
ま
れ
た
。
そ
こ
で
以
下
を
質
問



 

４ 

 

す
る
。 

 

１ 
基
本
計
画
で
は
、
性
暴
力
被
害
者
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
、
障
害
者
等
様
々
な
性
犯
罪
・
性
暴
力
被

害
者
へ
の
適
切
な
対
応
や
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
の
支
援
体
制
の
充
実
の
た
め
の

施
策
の
検
討
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。 

 
 
 

令
和
二
年
十
一
月
一
日
時
点
で
、
メ
ー
ル
で
相
談
で
き
る
セ
ン
タ
ー
は
十
六
か
所
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
聴
覚
障
害
、

音
声
言
語
そ
し
ゃ
く
障
害
等
を
お
持
ち
の
方
に
と
っ
て
、
メ
ー
ル
で
相
談
で
き
る
こ
と
は
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
全
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
メ
ー
ル
で
相
談
で
き
る
体
制
を
早
急
に
整
備
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
政
府
の
考
え
は
如
何
に
。 

 

２ 

基
本
計
画
で
は
、
「
法
務
省
に
お
い
て
、
性
犯
罪
被
害
者
、
障
害
者
等
の
犯
罪
被
害
者
の
特
性
に
応
じ
た
被
害
実
態
の

調
査
・
分
析
を
実
施
す
る
方
向
で
の
検
討
も
含
め
、
犯
罪
被
害
の
動
向
及
び
犯
罪
被
害
者
等
施
策
に
関
す
る
調
査
を
実
施

す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
現
在
実
施
予
定
の
調
査
・
分
析
に
つ
い
て
、
政
府
の
説
明
を
求
め
る
。 

 

右
質
問
す
る
。 


